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平
成
25
年
度
水
稲
作
付
を
さ
れ
た
農

家
の
協
力
の
下
、
消
費
者
へ
の
「
安

全
・
安
心
」
を
確
保
す
る
た
め
、「
水

田
ご
と
に
水
稲
管
理
日
誌
作
成
」「
吸

収
抑
制
対
策
と
し
て
塩
化
カ
リ
ウ
ム
の

散
布
」「
収
穫
さ
れ
た
米
の
全
量
全
袋

検
査
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■ 

塩
化
カ
リ
ウ
ム
の
散
布

　

農
産
物
へ
の
放
射
性
物
質
移
行
を
抑

制
す
る
た
め
に
、
平
成
25
年
度
作
付
け

し
た
水
田
す
べ
て
に
、
塩
化
カ
リ
ウ
ム

の
散
布
（
10
ア
ー
ル
あ
た
り
、20
キ
ロ
）

を
行
い
ま
し
た
。

■ 

安
全
な
米
づ
く
り
の
た
め
の

　

「
水
稲
管
理
日
誌
」

　

収
穫
さ
れ
た
米
袋
か
ら
基
準
値
（
※

１
０
０
ベ
ク
レ
ル
／
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
を

超
過
す
る
も
の
が
な
い
よ
う
適
正
な
管

理
、
対
策
を
実
施
す
る
た
め
、
営
農
を

再
開
さ
れ
た
農
家
の
方
々
に
は
、
水
田

ご
と
に
「
水
稲
管
理
日
誌
」
の
作
成
を

行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

■
全
量
・
全
袋
検
査

　

広
野
町
は
、
東
日
本
大
震
災
に
伴
う

原
子
力
災
害
以
来
、
出
荷
制
限
や
風
評

被
害
な
ど
の
深
刻
な
被
害
を
受
け
て
お

り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
福
島
県
が
実
施
し
て
い

る
緊
急
時
環
境
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

調
査
の
実
施
に
加
え
、
広
野
の
恵
み
安

全
対
策
協
議
会
が
主
体
と
な
っ
た
米
の

全
量
・
全
袋
検
査
な
ど
放
射
性
物
質
の

綿
密
な
検
査
を
実
施
し
、
そ
の
検
査
結

果
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
消
費
者
や
流

通
業
者
の
信
頼
、
そ
し
て
農
産
物
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
全
量
全
袋
検
査
に
係
る
詳
し

い
情
報
は
、
左
記
の
「
ふ
く
し
ま
の
恵

み
安
全
対
策
協
議
会
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

https://fukumegu.org/

ok/contents/

農
地
除
染
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
度
に
つ
い
て
は
、
１
１
０

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
水
田
に
お
い
て
、

１
０
１
戸
の
農
家
が
水
稲
作
付
を
再
開

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
広
野
町
産
米
の
収
穫
見
込

数
量
は
１
８
０
０
０
袋（
５
４
０
ト
ン
）

で
す
。

全
国
か
ら
の
声

　

広
野
町
に
お
い
て
原
子
力
災
害
に
よ

り
中
断
さ
れ
て
い
た
水
稲
作
付
が
、
３

年
ぶ
り
に
再
開
さ
れ
、
平
成
25
年
９
月

25
日
か
ら
は
広
野
町
産
米
の
全
量
全

袋
検
査
が
開
始
、
そ
の
模
様
が
各
メ

デ
ィ
ア
で
と
り
あ
げ
ら
れ
、「
広
野
町

産
の
お
米
の
出
荷
が
始
ま
っ
た
こ
と
を

ニ
ュ
ー
ス
で
知
り
ま
し
た
。
広
野
町
を

応
援
し
た
い
の
で
、
お
米
を
購
入
し
た

い
で
す
。」
な
ど
全
国
の
方
々
よ
り
温

か
い
お
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
消
費
者
の
方
々
の
「
安

全
・
安
心
」
を
確
保
す
る
た
め
、
農
家

の
方
々
と
手
を
取
り
合
い
な
が
ら
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
の
復
興
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
11
月
10
日
（
日
）

に
広
野
町
中
央
体
育
館
で
復
興
祭
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

復
興
祭
で
は
、
検
査
を
終
え
、
安
全

が
確
認
さ
れ
た
お
米
や
野
菜
が
多
数
出

店
さ
れ
ま
す
の
で
多
く
の
方
々
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

安
全
・
安
心
へ
の
対
策
に
つ
い
て

▲水稲作付・管理・出荷に係る説明会

▲塩化カリウムの散布に取り組む農家

▲検査を終えた平成25年産米

【平成25年度収穫見込み数量】

出　荷　区　分 数　　　　　量

※ 備　　　 蓄　　　 米 ８,０００袋（※２４０トン）

Ｊ Ａ ふ く し ま ２,０００袋（※　６０トン）

保 有 米 ８,０００袋（※２４０トン）

※備蓄米とは…政府による買取が行われるもの

３年ぶり

　広野町では、震災後約３年ぶりに米が収穫されました。

　これまで町では、消費者への「安全・安心」を確保する為、農家の協力の下、農地除染を始

めとし、塩化カリウムの散布や米の全量全袋検査などの取り組みをしてきました。

　ここでは、今までの町の農業への取り組みについてお知らせします。

広野町認定農業者

横田　和希さん

　「やっぱり俺には農業しかな

いな」そう話すのは昨年の12月

で仕事を辞めて専業農家になっ

た横田さん。

　今年は、コシヒカリより収穫が見込める福島県の

オリジナル品種である天のつぶを栽培。

　また、横田さんは、「消費者の方にうまいお米を

食べてもらいたい」との思いから悪い米をカメラで

識別する「色彩選別機」を購入した。

　現在、約９ヘクタールの田んぼを耕作している横

田さんは、「やっぱり収穫の時期がくるとうれしい

ね。全袋検査をやっているわけだから安心して食べ

てもらいたい。」と笑顔で話してくれた。

　今後の目標については、「来年は少なくとも15ヘ

クタールの田んぼをやりたいな。広野にすごい人が

いるって思われるように頑張りたい。そしていずれ

は、農業法人をつくりたいな」。と想いを話してく

れた。

農家の声


